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何
事
も
「
備
え
あ
れ
ば
、
憂
い
な
し
」

幹
事
会

11
月
16
日
（
月
）

「
基
金
設
置
申
請
」
期
間
は
最
長

３
年
間

原
町
へ
請
求
し
な
い
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

未
請
求
と
な
る
事
業
費

と
補
助
金
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

館内の消火器や非常口の確認も行いました。

火
の
用
心

‼

１
．
神
石
高
原
町
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
一
括
交
付
金
請
求
に
つ
い
て

は
最
長
の
3
年
間
と
し
て

い
ま
す
。

を
募
り
採
択
し
て
き
ま
し

た
。昨

年
度
、
自
治
振
興
会

全
体
で
助
成
金
を
利
用
し

防
犯
灯
の
取
替
工
事
を
す

で
に
実
施
し
て
い
る
が
、

中
学
生
の
通
学
路
に
無
灯

火
の
箇
所
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
下
校
時
は

暗
く
中
学
生
で
な
く
と
も

不
安
を
感
じ
る
。
地
域
全

体
の
安
全
を
確
保
す
る
為
、

再
度
助
成
金
を
利
用
し
防

犯
灯
設
置
を
行
い
た
い
と

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

過
去
に
は
こ
の
原
則
に

基
づ
き
却
下
し
た
申
請
も

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

後
1
事
業
1
回
の
み
助
成

の
原
則
を
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
う
か
協
議
し
ま
し
た
。

長
年
使
い
続
け
た
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
家
電
や
消
火
器
の
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
今
年

は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
消

防
団
員
に
よ
る
消
火
器
の
訪
問

点
検
が
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

交
換
の
際
に
は
「
地
元
の
団

員
」
か
「
役
場
神
石
支
所
」
ま

た
は
「
取
り
扱
い
業
者
」
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

火
の
元
に
気
を
付
け
て
、
年

末
年
始
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

事 業 名 金 額

補
助
金

ビーフ天国 314,950

夏まっさかり 500,000

クロスカントリ―大会 26,000

事
業
費

交流会開催 50,000

折鶴献呈 14,587

文化講演会 300,000

自然とあそぼう 10,000

合 計 1,215,537

未請求額内訳 （単位：円）
２
．
【
自
主
防
災
組
織
活
動
促
進
事
業
】
及
び

【
家
具
転
倒
防
止
器
具
購
入
補
助
事
業
】

基
金
設
置
申
請
に
つ
い
て

令
和
2
年
9
月
15
日

に
施
行
さ
れ
た
両
事
業
の

財
源
確
保
の
為
、
神
石
高

原
町
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
一
括
交
付
金
の
交
付

事業基金名 総事業費 基金積立額

自主防災組織活動促進事業 900,000 800,000

家具転倒防止器具購入補助事業 900,000 900,000

合 計 18,000,000 1,700,000

（単位：円）３
．
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
助
成
金
交
付
申

請
に
つ
い
て

・
行
政
が
実
施
で
き
な
い

こ
と
を
セ
ン
タ
ー
で

や
っ
て
い
く
の
も
一
つ

の
手
。
危
険
、
弊
害
が

で
る
な
ど
の
場
合
は
継

続
し
て
助
成
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。

・
規
約
5
条
の
中
の
“
た

だ
し
、
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
継
続

継
続

賛
成
意
見

継
続

反
対
意
見

セ
ン
タ
ー
設
立
以
来
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金
の
審
査
は
1
事
業

１
回
の
み
の
助
成
と
し
、

幅
広
い
団
体
か
ら
の
申
請

に
関
す
る
要
綱
（
基
金
の

設
置
）
第
15
条
に
基
づ
き
、

基
金
設
置
の
申
請
を
行
う

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
基
金
設
置
期
間

そ
の
他意

見

・
過
去
に
同
一
の
理

由
で
却
下
し
た
事

業
申
請
と
整
合
性

が
と
れ
な
い
。
こ

れ
ま
で
継
続
し
て

助
成
し
て
こ
な

か
っ
た
の
な
ら
、

現
状
の
ま
ま
で
良

い
の
で
は
な
い
か
。

・
以
前
、
個
人
か
ら

自
治
振
興
会
へ
防

犯
灯
設
置
要
望
が

あ
っ
た
が
、
1
事

業
1
回
の
み
助
成

の
原
則
に
基
づ
き

お
断
り
し
、
自
費

で
取
付
け
ら
れ
た

事
例
が
あ
る
。

・
個
人
的
要
望
で
防

犯
灯
を
設
置
し
、

そ
の
電
灯
料
を
自

治
振
興
会
が
支
払

い
続
け
る
こ
と
に

違
和
感
が
あ
る
。

・
1
事
業
1
回
助
成

を
是
正
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
規
約
改

正
後
審
査
す
べ
き
。

改
正
前
に
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
。

・
昨
年
実
施
し
た
事

業
の
継
続
と
い
う

よ
り
、
新
規
の
案

方
向
で
12
月
幹
事

会
に
て
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
事
業

実
施
要
領
改
正
案

を
提
出
し
、
再
度

協
議
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

件
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
案
件

が
出
る
時
点
で
、

規
約
自
体
の
見
直

し
が
必
要
な
時
期

で
は
な
い
か
。

＊
防
犯
灯
設
置
に
限

り
継
続
を
認
め
る

も
可
と
す
る
。
”

こ
の
一
文
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里
の
休
館
日
は

◆
令
和
2
年
12
月
29
日
（
火
）
～

令
和
3
年
1
月
３
日
（
日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※

令
和
3
年
1
月
４
日
（
月
）
か
ら

通
常
通
り
、
開
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

年
末
年
始

休
館
日
の
ご
案
内

今
年
度
の
一
括
交
付
金

額
は
１
６
，
６
３
９
，
０

０
０
円
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
っ
た
事
業

予
算
と
補
助
金
は
神
石
高



と
ら
い
や
る
21

『
お
花
し
ま
し
ょ
う
』

‐

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
風
の

素
敵
な
生
花
が
出
来
ま
し
た‐

11
月
21
日
（
土
）
に
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
と
ら
い
や

る
21
『
お
花
し
ま
し
ょ
う
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ガ
ー
ベ
ラ
や
オ

参
加
者
募
集
中

⇧ 金と銀のモールもついて、可愛ら
しい生花になりましたね。

11
月
９
日
（
月
）
に

『
し
め
縄
講
座
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

し
め
縄
を
玄
関
に
飾
る

こ
と
で
、
神
の
領
域
と
現

世
を
隔
て
る
『
結
界
』
に

な
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
皆
さ
ん
に
伝

統
文
化
の
継
承
が
で
き
る

な
ら
」
と
、
地
域
の
方
を

講
師
に
招
き

『
メ
ガ
ネ

型
』
と
『
ゴ
ボ
ウ
型
』
の

２
種
類
の
し
め
縄
を
な
い

ま
し
た
。

『
し
め
縄
講
座
』

‐

立
派
な
し
め
縄
が
完
成
し
ま
し
た‐

⇧ ※昨年の『味噌講座』の様子です。

10
月
13
日
（
火
）
に
全
5
回

の
『
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室
』
が

終
了
し
ま
し
た
。

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
（
ワ
ー
ド
）
の
基

礎
か
ら
学
ん
だ
3
名
の
参
加
者

は
、
各
々
違
っ
た
文
字
の
色
や

フ
ォ
ン
ト
を
活
か
し
た
チ
ラ
シ

や
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
年
賀
状

を
印
刷
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。講

師
の
方
の
丁
寧
な
説
明
も

あ
り
「
内
容
が
分
か
り
や
す
く

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
い

う
感
想
を
参
加
者
の
方
か
ら
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

‐

覚
え
や
す
い
例
え
方
で

理
解
度
も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た‐

『
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

開
催
日
時
：
令
和
3
年
1
月
14
日
（
木
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

場

所
：
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

じ
ん
せ
き
の
里

内

容

：
「
今
年
度
の
反
省
と
来
年
度

の
計
画
」
に
つ
い
て

持

参

物

：
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク

申
込
締
切
：
令
和
3
年
1
月
7
日
（
木
）

‐

お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す‐

第
1
回

令
和
3
年

1
月

12
日
（
火
）
～

1
月

13
日
（
水
）

第
2
回

令
和
3
年

1
月

19
日
（
火
）
～

1
月

20
日
（
水
）

第
3
回

令
和
3
年

1
月

26
日
（
火
）
～

1
月

27
日
（
水
）

第
4
回

令
和
3
年

2
月

9
日
（
火
）
～

2
月

10
日
（
水
）

※

い
ず
れ
も
、
9
時
～
12
時
ま
で

‐

毎
年
好
評
の
講
座
で
す
。
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ
い
！‐

「
手
作
り
味
噌
講
座

」
開
催

定

員

：
各
回
ご
と
に
、
先
着

７
名
様

未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
！

連
日
参
加
が
可
能
な
方

ぜ
ひ
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

場

所
：
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

じ
ん
せ
き
の
里

会

費

：
各
回

１
，
５
０
０
円

持

参

物

：
白
米
1
升
、
飲
み
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

マ
ス
ク

申

込

先

：
神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

（
８
７‐

０
１
８
１
）

第

３
回

「
家
庭
菜
園
を
学
ぼ
う

」
開
催

参
加
者
の
方
た
ち
は
、

藁
の
取
り
扱
い
方
や
地
域

で
異
な
る
し
め
縄
に
飾
る

縁
起
物
の
話
を
さ
れ
ま
し

た
。「

メ
ザ
シ
」
や
「
鯛
」

を
飾
る
家
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
話
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

「
慣
れ
る
ま
で
が
難
し

い
け
れ
ど
、
今
回
参
加
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
」

と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

味噌がどう出来るか
知っていますか？

「
こ
の
花
は
何
処
に
生
け

れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
。
」
と
い
う
1
年
生
に

５
・
６
年
生
が
、
花
や
茎
の

長
さ
を
変
え
る
な
ど
一
生
懸

命
優
し
く
教
え
て
い
ま
し
た
。

ウ
ゴ
ン
ヒ
バ
、
加
工
素
材
の

ミ
ツ
マ
タ
な
ど
、
児
童
全
員

同
じ
花
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
風
の
生
花
を
生

け
ま
し
た
。


